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教育支援ネットワークシステム"+essonPal/SystemⅡ”

平成元年3月に告示された新学習指

導要領により,平成4年度から′ト･中

学校でもコンピュータを使った授_業が

実施され,パーーソナルコンピュータ(以

下,パソコンと略す｡)による教市立技

システムのニーズは,ノ今後いっそう摘

まるものと期待される｡

今L自‾】,吾画カメラ,Vl｢RなどのAV

機器を取り込み,よ-)魅力的な授業を

ノ行うことができる教育支援ネットワー

クシステム"Less()1ュPal/SystemⅡ”

を開発した｡

l.主な特長

(1)ネットワークケーブルにアナログ

RGBのCRT信号を送信できるので,パ

ソコン本来の表示能力(4,096色中16色

同時去ホ)を卜分に生かしたビジュアル

な表現ができる｡

(2)ヱト徒のパソコン画而上に,吉和カ

メラ,VTRなどのAV機器からの映像

を4,096色のアナログRGB信号に変換し

て提示できるので,より多彩な授業蛙

閉ができる｡

(3)先生と生徒間をネットワークで結

合しており,下記の機能をイかい一斉授

業,個別指導など指導プ了法を選択して

適切なアドバイスができるし,

(a)全生徒または特定生徒のパソコ

ンに,先生のパソコン画痢を提示で

きる｡マイクロホンとへ､ソドホンで

話すこともできる｡

(b)先生のパソコンで,一定田川繭で

順歩こまたは任意の生徒のパソコンi叫

面を確認できる｡

(c)ある生徒のパソコン両面を他の

子L徒のパソコンに提示し,マイクロ

ホンとヘッドホンで説明する｢発表+

ができる｡

(d)先生のパソコンから

全生徒または特定生徒の

パソコンにファイルを転

押野ボビ浄

図I LessonPal/SystemⅡの

先生卓構成例

送し,また,全生徒または特定生徒

のパソコンから先生のパソコンにフ

ァイルを収集できる〔〕

(e)生徒は質問などがあるときは,

呼出しボタンを印すことで先生に知

らせることができ,先生は早くボタ

ンを押した順に生徒に対わむすること

ができるr,

2.主な仕様

LessonPal/SystemⅡの主な仕様を

表1にホす｡

表I 主な仕様

項 目 仕 様

生徒パソコン台数 最大60台

ネットワーク形態 バス形4系統

ネットワークケーブル 複合ケーブル

ネットワーク長=系統当たり) 最長50m

適用パソコン機種 B16EX-Ⅲ,B32DX

入出力インタフェース

CRT(アナログRGB)
キーボード

マウス

RS-23ZC

マイクロホン･ヘッドホン

AVインタフェース NTSCXZ･S端子×l

(オプション) 吾声×3

LAN MjcroNet/ET
(オプション) MicroNet/TP

注:略語説明 パソコン(パーソナルコンピュータ)

(【1立う製作所OA事業部)

パケット交換ネットワーク

近年,SISに代表される高度情報シ

ステムの導入が進むにつれて,介業を

取り巻く社会環境の激変に対応できる

柔軟なシステム作りが,ますます重要

な課題となっている｡

大規模なコンピュータシステムだけ

でなく,中･小規模のコンピュータシ

ステムでも,拡張性･柔軟性に高い評

価を受けているパケット交換ネ､ソト17

-クが重要なインフラストラクチャと

して江口され,導入が盛んになってい

る｡

新製品の｢PS500システム+は,従

来の｢PS400システム+よりも大規校領

J戎,小規模領域の両方へ拡弓良をlズ1った〔)

;ぞ山J鞄

萱事′妄

回l｢PS500システム+のパケット集線装

置

｢PS500システム+

1.主な!特長

(1)大規模領域への対んむ

(a)パケット交換装帯当たり最人3

万パケット/sの業界一最大級の高処理

能ノJを実現した｡

(b)端末bl線および中継回線として,

拉詩去1.5Mビット/sまでの高速回線を

直接接続することにより,ネットワ

ークスループットの飛野紬勺向_卜,伝

送退社時問の短縮,同線や通信制御

処理装置などの集約がイfえ,省スペ

ース化やシステム怖築コストの低減

表l｢PS500システム+各装置の仕様

が図れる｡

(2)小規模領i戎への対J心

3機種のパケット集線装置(図=)を

新たにシリーズ化したことにより,′ト

規模なネットワークから大規模なネッ

トワークまで,川途に合わせた最適な

ネットワークが経折的に構築できる‖

2.主な仕様

｢PS500システム+各装置の仕様を

表1に示す｡

項 目
ネットワーク管理装置 パケット交換装置 小形パケット交換装置

パケット集線装置

(PS500/PCN)
(PS500/NCS) (PS500/PSN) (PS500/PSC)

(モデル10)(モデル20)】(モデル30)

管理 ノ
ード 数

PSN,PSC:最大100ノード

PCN:最大l-500ノード

PSC:最大20ノード

PCN二最大300ノード

パケット交操処理能力 最大15.000パケット/s 最大30′000パケット/s 最大600パケット/s 最大150パケット/s

収 容 回 線 数 最大704回線 最大l′472回線 最大32回線 最大8回線 最大32回線

収 容 回 線 速 度 最高1.5Mビット/s 最高768kビット/s 最高64化てカ.ノ■s最高384kビット/s

寸法

幅 (mm) 約700 約800 約230 約350 約610

奥行き(mm) 約8ZO 約450 約550 約550 約550

高 さ(mm) 約l,700 約l,000 約650 約650 約650

(Fl寸二製作所情報事業本部)
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lVDLANを実現するマルチメディアノードシステム

最近,電話で話をしながらデータ通

信をするといったマルチメディア通信

に対する要求が高まってきている｡従

米はこれに対応するために,吉声は

PBX,データ通信はLANと,別々のネ

ットワークが必要となり,重複した投

資が必要であった｡

日立マルチメディア ノード システム

IVDLAN-MN(区=),およぴ､CX5500-

MNは,この課題にこたえるために,

通常電話線でISDNと高速LANを統合

したⅠVDLANを実現した｡

802.3系

+A謂末端宗旨劣タⅦLA…N
l

主著
Max.4

醤

題
lSDN電話機

データ端末

〉DLAN回線

lSDN回線

ディジタル

多機能電話機

アナログ電話機

日華

ディジタル内縁

アナログ内緒

C)〈5000

シリーズ
PBX

公衆電話網

lSDN

l.主な特長

(1)2対の通常電話線で工SDN(2B＋

D)とLAN(3.5Mビット/s)の同時通信

を実現した｡これによr),オフィス内

配線の簡素化,配線コストの削減を陛l

ることができる(+

(2)端末アダプタを経由し,ISO88()2-

3(IEEE802.3)に準拠したLAN端末お

よびISDN端末をそのまま接続できる｡

(3)ⅠVDLANモジュール内の高速バス,

および高速バス制御方式により,300台

表l 主な仕様

H汀M〕X 高速
ディジタル

回按

図IIVDLAN-MNを用いたシステム構成

までのLAN端末の接続を可能とした｡

また,配線長は最大600mで,大規模

なLANシステムを容易に構築できる｡

(4)ネットワークの-一一ノ亡化により,こ

れからのSISに欠かせないマルチメディ

ア通信′＼の対んむを巾J能とする｡

2.主な仕様

LJ立マルチメディア ノード システ

ムの主な仕様を表1に示す｡

項 目 lVDLAN-MN CX5500-MN

最大1V D L A Nポート数 300 3DO

取大lVDLAN線路長
=vDLAN端末アダプタまで)

600m 600m

最大収容端末数

L A N 端 末* 300 300

lSDN

端 末

基 本 300 l.000
一

次 群 80

ディジタル多機能電話 機 l′000
ア ナ ロ グ 電 話 機 3 000

キャビネット
構 成 自立キャビネット

寸 法 幅720mmX奥行き600mmX高さ2000mm

環 境 条 件
温 度 5～40ウC

湿 度 15～85%
入 力 電 源 電 圧

148V

注:*lSO8802-3(忙EE80Z.3)準拠
(日立製作所情報通信システム事業部)

日立電子編集システム"H汀CAP600M”
電子編集システム(DTP:デスクト

ップパブリッシング)は,印刷業界,

出版業界はもとより,最近では特に一

般企業内での技術ドキュメント,OHP

などの各種プレゼンテーション資料の

作成といった分野で注目されている｡

今回,技術ドキュメントのDTP化ニ

ーズに対応するため,罫(けい)表,テ

キスト自弐紙,高品位スキャナなどの機

能を強化した"HIl､CAP600M”を開

発した(図1)｡

1.主な特長

(1)表を簡単に作成する罫表機能

(a)複数の項臼欄(セル)を一つのセ

ネ÷二蒜

⑳

区= HITCAP600Mの外観

94

歯

ルに結合したり,中古こ入れる文字を

セルの中央に配置したり,均等に配

置するなどの機台巨がある｡

(b)指定された範岡に表計算ソフト

やワーードプロセッサ(以下,ワープロ

と略す｡)などで作ったデータをラ充し

込むことができる｡

(2)定型一丈善作成に便利なテキスト台

紙機能

マニュアル,見積苦,部品表などの

定型文書を作成するときに,あらかじ

めフォーマットを作成しておき,文書

表l 主要機器の仕様

ごとに変わるテキストデータだけをワ

ープロなどで作成し,取り込めば設定

どおりの文書がう三成する｡

(3)128階調高品位スキャナ

128階調読み取り,岩宍差拡散法による

モノクローム中間調出力のスキャナを

採用することにより,よりいっそう美

しいドキュメント作成が可能になる｡

2.主な仕様

HITCAP600Mの主要機器仕様を

表1に示す｡

機 器 仕 様

本

体

処 理 装 置

CPU:386*1､トl(Z5MHz) CPU:386′rM(20MHz)

ハードディスク:80Mバイト ハードディスク ニ40Mバイト

フロッピーディスク:3.5形2ドライブ

電子編集制御装置
専用回路:ベクトルフォント展開

画像圧縮･伸張,画像拡大･縮小

メモリ:標準8Mバイト
キ ー ボ ー ド +lS準拠配列,119キー(テンキー付 き)
マ ウ ス メカニカル式,2ボタン

A3レーザ ビーム プリンタ 解像度二約16d/mm,最大用紙サイズ:A3
印字速度:約25枚/min(A4)

A4イメージスキャナⅡ 解像度:約16d/mm,最大用紙サイズ:A4
階調:128

21形高精細デイスプレイ し120ドット×780ドット,21形カラー

チルト機構付き

注:386は,米国インテル社の商標である｡

(U立製作所OA事業部)
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高速･大規模･オープンネットワークの構築を実現した

｢H-6355+ANインタフェースコントローラ+

近年,分散処理システム環境の普及,

およびデータ量の増加に伴い,コンピ

ュータ相力二間,コンピュータとワーク

ステーション間での大量データ,高速

ファイルデータ伝送を実現するネット

ワークが必要不可欠となってきている｡

今回このようなニーズに対ん占するた

め,汎(はん)用コンピュータ｢Mシリ

ーズ+のチャネルに伝送速度100Mビッ

ト/sのFDDI仕様高速LANや,現在す

でに広く普及しているCSMA/CD仕様

LANを,それぞれ直接こ接続するための

装置｢H-6355LANインタフェースコン

トローラ+を開発した(図1)｡

l.主な特長

(1)国際標準･業界標準仕様のLANを

直接接続可能とし,またOSI,TCP/

IPプロトコルのサポートにより,マル

チベンダ環境でのオープン ネットワー

ク システム構築が容易となる-)

(2)FDDI仕様LANを,ホスト コンピ

ュータ チャネルに直接接続することが

-叶能となF),スループットの高い大規

栄)486′■'Nlは,米国インテル社の商標である｡

模のネットワークが構築できる｡

(3)486TMマイクロプロセッサ※)や専用

VLSIなどを抹用することによF),高

速･高信頼･小形化(デスクトンプ),

低消費電プJ化を図った｡

ホストコンピュータ

H-6355-2

tEEE802.3

Ethernet* v2.0

2.主な仕様

LANインタフェースコントローラH

6355の主な仕様を表1に示す｡

ホストコンピュータ
心 〟■

H-6355-2

ヽ-■-■■■■■一

ノード BNlOO(FDDl準拠LAN)ノード
マス タ/-ド

ホストコンピュータ

H-6355-1
lEEE802.3

巨the｢net V2.0

管理装置

注:* Ethernetは,富士ゼロックス株式会社の登董責商標である｡

図I LANインタフェースコントローラのシステム構成例

表l 主な仕様

ーーーー}データの流れ

項 目 H-6355-1 H-6355-2

対LANインタフェース
●lEEE802.3 ●FDDl仕様に準拠

●Ethernet〉2.0仕様に準拠 (SMTRev.6.2)

L A N 接 続 数 最大4 l

伝 送 速 度 10Mピット/s 100Mピット/s

対ホストインタフェース ブロック マルチプレクサ チャネル

上位 プ ロト コ ル ●OSl ●TCP/lP

設備条件

電 源 条 イ牛 AC柑0〉±10V 単相 50/60Hz±lHz

消 費 電 力 約290VA

周 囲 条 イ牛 温度:5-400C 湿度:20～80%

寸法(幅×奥行き×高さ) 約480mmX約610mmX約165mm

質 里 約24kg

(日立製作所情報事業本部ネットワーク技術本部)

血液ガス電解質分析装置｢8800形+

血液ガス電解質分析装置｢8800形+

(以下,8800形と略す｡)(図1)は,先

に発売した｢8700形+の姉妹機種で,

仝血,血奨(しょう),血i青,呼気ガス

を分析対象に血液フグス,電解質,ヘマ

トクリットなど7項目をワンタッチで

同時分析することが可能である｡

1.主なヰ寺長

(1)1検体でpH,PCO2,PO2,Ht,

Na,K,Clを同時分析,さらにヘモグ

ロビンなど計算項目9項目を含めた16

項臼の分析結果を,測定開始後1～2

分(検体によってl▲1動可変)で結果が得

られる｡

(2)血液ガス電極の標準となる一定点

成分のラ昆合フゲスを,装置内蔵のガスミ

キサで調製し,高価な精密才昆合ガスが

不要である｡

(3)+fll【液フグスと電解質両方に共川の標

準液の偶発で,すべての電極の同時校

正が‾叶能で,校正時間が短縮された｡

(4)配管をシンプルにし,1検体を測

定するごとに専用液によって自動洗浄･

し,血液づまりを極力防止する｡

(5)フラットタイプとルアータイプの

二つの臼三入口の選択がf汀能である｡

こグ)ほか同製品には,電極や試薬な

どの部品や消耗品の取r)違えを防止す

るために,組み合わせが一目でわかる

よう色別に分類してある｡

また,血液自動分析装荷とト可様の絵

区Il 血三夜ガス電解質分析装置｢8800形+

文字表示のキーボード,サンプルを目

で確認できる透明セルなど,操作･保

守の容易さにも配慮されている｡

2.主な仕様

8800形の主な仕様を表1に示す｡

表l 主な仕様

項 目 標 準 仕 様

測定項 目 PH,PCO2,PO2,Na,K,Cl

計算項目
HCO3,TCO2,日Ee,BEb,SBC,

OSAT,OCT,AG,Hb

測定対象
全血.血祭(しょう),血清,呼気
ガス

測定時間 2～3分自動可変(結果印字まで
l～Z分/検体)

サンプル量
ZO叫l(シリンジ)
120叫(キャピラリ)
10ml(呼気ガス)

校 正 自動校正

標準ガス 内蔵ガスミキサで調製

電 源 100V,2A

寸 法 幅550×奥行き5Z5×高さ365(mm)

質 量 30kg

(日立製作所計測器事業部)
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データ処理装置

l.本発明の背景

多品種少量生産を行う機械設備の自

動化制御では,従来もっぱらシーケン

サを用いており,被加工製品が変わる

場/釧まそのつどシーケンス回路を変吏

する必要があった｡このため,製品の

品種交替のつど生産ラインの停止,シ

ーケンサの機能切換などが必要であr),

生産性が悪く多品種少量生産の効率向

上には限界があった｡

2.本発明の概要

本発明は,ストアードプログラム方

式のシーケンサに,コンピュータの機

能をあわせ持つようにし,それぞれの機

能を時分割,高速(例えば0.01～0.05

秒周期)に切り換えることにより(図1),

あたかも1台の装置が,コンピュータ

としてもシーケンサとしても動作して

いるような,データ処理装置を提供す

るものである｡すなわち,シーケンサ

およびコンピュータのそれぞれの機能

の一部として,互いに他の機能ノ＼移行

させるためのプログラムを組み込んで

おき,当該プログラムの実行に作って

機能切換スイッチを作動させ,それに

よりコンピュータモード制御機能とシ

ーケンサモード制御機能との交互の切

換を可能とした(図2)｡

3.特長･効果

機械設備の制御にコンピュータの機

能を直接適用できるようにしたので,

機械設備の稼動に関する各種情報処プ型

がオンラインで実現できる｡その結果,

多品種少量生産に自在に適応可能な生

産ラインが実現できる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1378958号

｢コンピュータとシーケンサの両方の処

‡里能力を持つデータ処玉里装置+外l件

モード

制御機能

ンピュ‾タ/㌫扁蒜宗一ド

シーケンサモード

シーケンサ コンピュータ シーケンサ コンピュータ

図l タイムチャート

主記憶部

切換スイッチ

入力部

コンピュータ

モード

制御機構

A人
口P｢｢

レジスタ

時間

出力部

シーケンサ

モード

制御機構

演算部

図2 データ処理装置構成図
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電子ビーム描画装置の開発と右㌫用
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大電流イオン打込装置

光アッシング装置

電子ビームを用いた半導体フロロセス評価装置

レテイクル異物検_査装置

ウェーハ異物検二査システムの活用法

マイクロ波プラズマ微量元素質量分析装置
顕微蛍光法による微小有機異物分析装置

イオンビームミリング,スパッタリングおよびドーピング装置と適用例

ドライターボ真空ポンプ｢スカイトール+
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都市の個惟

憧れの楼蘭に立つ
こうごいし

神籠オi

世界最大出力のインバーター機関車を

開発しました

幕よあけ./ シェークスピアへの旅

本誌は,再fl三紙を使用してし､ます｡
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